
令和３年度 第 1 回学校運営協議会 議事録 
                 令和３年５月２６日（水）１８：００～ 

    下野市立吉田西小学校 ミーティングルーム  

司会：石田教頭  

 

【参加者】 

○協議会委員          ○市教育委員会  

 

  

 

                                

○ 事務局 

 

 

 

 

 

 

１ 開会 

 

２ 学校長あいさつ（任命書授与を含む） 

   2 か月が過ぎ、楽しく過ごすことができている。 

   閉校までの 1 年間、校長として責任をもって取り組んでいきたい。  

   これからも、よろしくお願いいたします。  

 

     (任命書授与) 

 

３ 自己紹介（名簿順に） 

 

４ 協議 

（１）会長・副会長の選出 

   会長 （ 松本 文男 様  ） 

   副会長（ 川井  明 様  ） 

 

（２）学校経営方針の説明及び承認 (校長) 

  ○学校経営計画について 

    今までのよさをさらに伸ばして、よりよくしていきたい。 

   

○学校経営方針について 

    ★今年のキーワード「つなぐ」 

     特に 閉校に向けて「4 校をつなぐ」を重点にして取り組んでいく  

    ★学校経営のビジョン 

      本校の特色は、地域があっての学校であること。これを生かして 

      特に「地域社会とともにある」学校を目指していきたい。  

     

 

１ 松本 文男様 

２ 川井  明様 

３ 川俣 達夫様 

４ 齋藤 仁志様 

５ 塚原 敦子様 

６ 川田 玲子様 

７ 人見佳代子 校長 

８ 鈴木 薫 教務主任 

１ 上野 保久 地域学校協働活動推進員  

２ 松川 博美 指導主事 

１ 石田 洋江 教頭 

２ 杉山 薫  地域連携教員 



★努力点と具体策 

     １確かな学力の育成 

       重点授業(2 週間に一回、管理職参観の授業)による授業力向上 

       まなびタイムの時間の充実 

       家庭での学習習慣の確立（家庭学習強化週間）  

     ２豊かな心の育成 

       小中一貫教育の推進 

       小中連携や小小連携を通して、来年度 4 月からスムーズに学習

できるようにしていく。 

       委員会活動、クラブ活動、学校行事などの活動を有意義なもの

にし、子どもの心の育成に役立てる。  

     ３体力作りと健康の保持増進 

       あいさつ、返事、靴そろえなどよくできていることが多い。習

慣化に努めたい。 

      ◎子ども一人一人が吉田西小に通えてよかったと思えるようにし

ていきたい。 

 

   ●校長の発議した学校経営方針について、全会一致で承認された。  

 

（３）令和３年度の教育課程について  (鈴木教務主任) 

      ・コロナ禍ではあるが、昨年度できなかった学習や学校行事も実

施できるようになってきている。（感染症対策を十分に行って） 

      ・閉校行事について 

スローガンやシンボルマークを昨年度中に決定し、横断幕を

学校南側のフェンスに設置してある。  

おそろいの T シャツを着て、学校行事に参加し、心を一つに

して取り組んでいこうと考えている。  

 

 

（４）今年度の学校・児童の様子について (鈴木教務主任) 

    ・明るくあいさつのできる元気のいい 1 年生。 

    ・全体的に落ち着いて学習できている。 

    ・保健室の来室者が昨年度よりは、少ない。（昨年度は臨時休業もあり

気持ちが不安定だった） 

    ・高学年、責任感をもって取り組んでいる。  

 

 

（５）情報交換 

  質問  閉校行事、ギネス世界記録に挑戦とは？  

       →モザイクアートを折り紙で作る。一人一人が A3 用紙に小さ 

        な折り紙をはり、それらをつなげて大きな絵を完成させる予 

定。 

 

  質問  読書は続けているのか？ 

       →毎朝、行っている 

        家での読書の時間確保のため、毎月 1 回「家読の日」も設け

ている。 

        昨年度の学校評価では、家ではあまり読書をしていないとい

うことだったので、設定した。 



      

意見  ・親が思っているほど、本を読んでいないわけではない。学校で 

は、よく読んでいると思う。 

       ・義務教育学校になっても「らこんて」の読み語りボランティア

の活動を入れてほしい。読み語りのほかに、ブックトークの活

動もしている。 

 

  質問   義務教育学校に持っていくもの以外のものは、どのように保管 

しておくのか。 

       →今後もいろいろなところで協議していきたい。 

 

  質問   個別の支援はどの学年にしているのか。離席している子がいる

のか。 

       →学習にスムーズに取り組めない子に、支援をしている。（支援

員や無担で）離席をしている子はいない。 

 

 

  質問   タブレットは活用しているのか。 

      →全児童に配り、少しずつ使い方に慣れてきている。  

       授業での活用も増えてきている。 

 

 

 

（６）南河内小中学校運営協議会について （上野推進員）   

  ①パワーアップ・アクションプランについて  

    それぞれの立場（子どもたち、家庭、地域）から、アクションを起こ

し、目指す方向を一つにして、子どもたちを育てていきたい。（各家庭に

配付予定） 

  ②学校運営協議会だよりについて 

    学校運営協議会のことを各家庭に知ってもらう目的として、各家庭に

配付したい。 

 

  市教委 松川指導主事より 

    ・本校の跡地や校舎の利用については、市でも動いている。 

    ・読み語りの例  国分寺地区では、中学生が小学生に読み語りを行

っている。(図書ボランティアの方の支援のもと) 

    ・運営協議会を PTA の会議と合同に行っている学校もある。  

 

 

（７）その他 

    ・事務局より 第２回予定 令和３年１０月１５日（金）１８：００～ 

           第３回予定 令和４年 ２月 ２日（水）１８：００～ 

 

 

 

５ 閉会 

 

 

 


